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上
の
史
料
は
、

昭
和
二
十
四
年

(

一
九

四
九

)

に
、

当
時
の
大
蔵
省
通
貨
安
定
対

策
本
部
よ
り
出
さ
れ
た
、

七
枚
一
組
の
展

示
用
ポ
ス
タ
ー

で
す
。

 
終
戦
後
の
経
済
安
定
を
啓
発
す
る
た
め

に
作
ら
れ
、

群
馬
県
地
方
課
に
も
送
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
群
馬
県
に
は
群
馬
軍
政
部
が
置

か
れ
、

行
政
・
文
書
作
成
・
調
査
・
報
告

事
務
を
掌
握
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
蔵

省
よ
り
送
付
さ
れ
た
展
示
用
ポ
ス
タ
ー

も

「

宣
伝
印
刷
物
の
調
査
に
つ
い
て
」

と
し

て
、

群
馬
県
知
事
の
命
に
依
り
渉
外
課
か

ら
、

群
馬
軍
政
部
ソ
ー

レ
ン
報
道
官
宛

に
、

内
容
や
数
、

送
付
先
や
適
用
方
法
に

つ
て
の
調
査
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
展
示
用
ポ
ス
タ
ー

の
内
容
を
見
て
み
ま

す
と
、

戦
後
イ
ン
フ
レ
を
乗
り
越
え
、

生

産
増
進
を
は
じ
め
納
税
・
貯
金
に
よ
る
資

金
か
ら
の
工
場
設
備
へ
の
投
資
、

そ
し
て

経
済
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
国
際
社
会
へ

到
達
し
て
い
く
様
子
を
、

坊
や

(

日
本

)

が
成
長
し
て
い
く
様
子
に
な
ぞ
ら
え
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
カ
ル
な
絵
柄
の
中

に
も
、

所
々
に
外
資
導
入
や
協
調
資
労
、

勤
倹
貯
蓄
な
ど
の
文
字
が
あ
り
、

当
時
の

イ
ン
フ
レ
抑
制
を
目
的
と
し
た
「

救
国
貯

蓄
運
動
」

の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

 
こ
の
「

救
国
貯
蓄
運
動
」

は
、

終
戦
翌

月
の
昭
和
二
十
年
九
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「

戦
後
ニ
於
ケ
ル
国
民
貯
蓄
増
強
方
針

ニ
関
ス
ル
件
」

を
受
け
て
進
め
ら
れ
た
も

の
で
し
た
。

そ
し
て
、

イ
ン
フ
レ
が
落
ち

着
い
た
後
も
、

経
済
の
自
立
や
復
興
・
発

展
の
た
め
に
引
き
続
き
貯
蓄
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、

大
蔵
省
や
日
銀
が
主
体
と

な
っ

て
の
貯
蓄
運
動
は
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
政
府
は
、

こ
う
し
て
貯
蓄
に
よ
り

集
め
ら
れ
た
資
金
を
、

不
足
し
て
い
た
資

本
金
と
し
て
活
用
し
、

戦
後
日
本
の
復
興

へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
し
た
。
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文
書
や
記
録
の
保
存
・
利
用
に
つ
い
て
、
世

界
中
の
公
文
書
館
の
相
互
の
連
携
を
強
め
、
そ

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

際
公
文
書
館
会
議(

)
が
発
足
し
た
６
月

I
C
A

９
日
（
一
九
四
八
）
は
、
「
国
際
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
際

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
日
を
記
念
し
、
郷
土
群
馬
に

関
連
す
る
史
料
を
活
用
・
紹
介
す
る
「
第
一
回

ぐ
ん
ま
史
料
講
座
」
を
７
月

日
に
当
館
で
開

25

催
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
岩
根
承
成
氏
（
元
群
馬
大
学
講

師
）
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
「
高
崎
連
隊

の
史
料
か
ら
み
た
昭
和
の
戦
争
」
と
題
し
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
の
講
座
の
内
容
と
し
て
は
、
高
崎
城
址

の
陸
軍
兵
営
を

拠
点
に
し
た
歩

兵
連
隊
の
戦
場

記
録
で
あ
る
「
戦

闘
詳
報
」
や
、

戦
後
の
「
戦
犯

裁
判
記
録
」
な

ど
の
史
料
を
中

心
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
情
報

が
伝
わ
ら
ず
「
見

え
な
い
戦
場
」

国
際
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
日
（
第
一
回
）

ぐ
ん
ま
史
料
講
座
開
催
報
告

と
さ
れ
て
い
た
当
時
の
戦
場
の
実
相
に
つ
い
て
、

貴
重
な
写
真
や
多
数
の
史
料
を
提
示
し
な
が
ら
、

史
料
や
そ
の
内
容
を
重
視
す
る
視
点
で
熱
心
に

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

例
年
と
同
様
に
、
定
員
の

名
を
超
す
多
数

50

の
応
募
者
が
あ
っ
た
今
回
の
史
料
講
座
。
講
座

終
了
後
も
、
講
師
の
岩
根
氏
を
囲
ん
で
話
を
伺

う
受
講
者
の
姿
が
多
数
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
盛

況
の
う
ち
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成

年

月
６
日
～
平
成

年
５
月

日

26

12

27

10

ま
で
、
標
記
の
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

展
示
で
は
、
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

の
世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し
、
当
館
収
蔵
史
料

を
中
心
に
、
明
治
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
群

馬
の
蚕
糸
・
製
糸
業
に
関
す
る
史
料
を
展
示
し

ま
し
た
。

展
示
で
は
、
繭
や
生
糸
が
県
の
重
要
な
産
業

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治･
大
正

・
昭
和
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
色
鮮
や
か
な
物
産

統
計
グ
ラ
フ
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

製
糸
工
場
で
働
く
娘
た
ち
の
様
子
が
見
て
と
れ

る
、
絵
と
産
業
歌
で
描
い
た
絵
葉
書
「
糸
ひ
く

娘
」
や
、
当
時
の
製
糸
女
工
の
勤
務
状
況
が
わ

か
る
「
工
場
日
誌
」
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
テ
レ
ビ
番
組
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、

開
催
期
間
中
は
五
百
人
を
超
え
る
方
々
が
観
覧

平
成

年
度

ロ
ビ
ー
展
示

Ⅱ

26

「

近

代

群

馬

の

養

蚕
・

製

糸

」

の

開

催

報

告

に
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
今
年
が
ア
ジ
ア
そ
し
て

太
平
洋
で
の
戦
争
終
結
か
ら
七
十
年
を
迎
え
る

こ
と
を
受
け
、
戦
時
下
に
お
け
る
県
民
の
く
ら

し
の
様
子
が
伝
わ
る
史
料
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
今
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
人
々
の

権
利
や
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
多
様
化
し
た

価
値
観
。
そ
れ
ら
が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た

戦
時
下
で
の
様
子
や
、
戦
争
遂
行
の
一
因
と
な

っ
た
様
々
な
事
象
を
、
当
館
所
蔵
の
史
料
か
ら

振
り
返
り
ま
す
。

展
示
内
容
は
、
十
五
年
に
わ
た
る
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
の
戦
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

軍
部
の
武
力
行
動
、
軍
事
演
習
や
軍
国
主
義
教

育
に
係
わ
る
史
料
を
展
示
し
た
「
１
迫
り
来
る

戦
争
へ
の
備
え
」
。
満
州
へ
の
開
拓
者
入
植
や

思
想
教
育
、
国
家
に
よ
る
統
制
に
係
わ
る
史
料

を
展
示
し
た
「
２
日
中
戦
争
の
開
始
」
。
県
民

の
防
空
訓
練
に
関
す
る
史
料
、
戦
費
調
達
や
積

極
的
な
協
力
を
求
め
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
を
展

示
し
た
「
３
太
平
洋
戦
争
の
開
始
」
。
そ
し
て
、

空
襲
後
の
様
子
や
占
領
政
策
、
復
興
に
関
わ
る

史
料
を
展
示
し
た
「
４
戦
争
と
戦
後
」
で
す
。

本
県
と
も
縁
が
深
く
当
時
天
皇
の
側
近
で
あ

っ
た
鈴
木
貫
太
郎
の
二
通
の
手
紙
も
展
示
さ
れ

て
お
り
、
文
書
館
な
ら
で
は
と
い
え
る
貴
重
な

平
成

年
度

ロ
ビ
ー
展
示

Ⅰ

27

「
記
録
が
語
る
昭
和
の
戦
争
と

県
民
の
く
ら
し
」
の
開
催
報
告

史
料
の
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
「
戦
争
と
は
何
か
、
平

和
と
は
何
か
」
を
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

〔
鈴
木
貫
太
郎
書
状
〕
（
二
・
二
六
事
件
遭
難

見
舞
に
対
す
る
礼
状
）

昭
和

年
（
一
九
三
六
）
３
月

日

11

21

昭
和

年
２
月

日
に
起
こ
っ
た
皇
道
派
青

11

26

年
将
校
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
ー
が
、

「
二
・
二
六
事

件
」
で
す
。
事

件
当
時
、
天
皇

の
側
近
（
侍
従

長
）
で
あ
っ
た

鈴
木
貫
太
郎
は
、

陸
軍
大
尉
安
藤

輝
三
指
揮
の
一

隊
に
官
邸
（
自

宅
）
で
襲
撃
さ

れ
、
３
発
の
銃

弾
を
受
け
る
な

ど
瀕
死
の
重
傷

を
負
い
ま
し
た
が
、
た
か
夫
人
の
機
転
な
ど
で

一
命
を
取
り
と
め
ま
し
た
。
こ
の
書
状
は
、
群

馬
県
中
学
校
（
現
県
立
前
橋
高
校
）
の
同
級
生

・
齋
藤
熊
雄
の
御
見
舞
に
対
す
る
鈴
木
の
礼
状

で
す
。
事
件
の
約
１
か
月
後
に
は
、
快
方
に
向

か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

前
橋
市
・
齋
藤
忠
一
家
文
書
（P

0
9
5
0
6

№1
3
0

）
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●
職
場
体
験
（
前
橋
市
立
木
瀬
中
学
校
）

文
書
館
で
は
、
学
校
と
の
連
携
の
一
つ
と
し

て
、
９
月
１
日
（
火
）
か
ら
９
月
３
日
（
木
）

の
３
日
間
、
職
場
体
験
学
習
と
し
て
、
前
橋
市

立
木
瀬
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
さ
ん
６
名
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
文
書
館
の
総
務
普
及
、
公
文

書
、
古
文
書
の
各
係
の
仕
事
を
１
日
ず
つ
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
は
初
め
て

の
体
験
で
戸
惑
い
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

意
欲
的
に
取
り
組
み
、
生
徒
さ
ん
か
ら
は
、
歴

史
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
、
こ
の
貴
重
な
体
験

を
将
来
の
た
め
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
生
徒
さ
ん
よ
り
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
問
）

書
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
す
る

の
で
す
か
。

（
回
答
）

ま
だ
、
余
裕
は
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
い
っ
ぱ

い
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
書
が
入

り
き
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
予
算
を

確
保
し
て
、
文
書
を
入
れ
る
場
所
を
つ
く
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

●
古
文
書
入
門
講
座

６
月
６
日
（
土
）
か
ら
７
月
４
日
（
土
）
ま

で
毎
週
土
曜
日
、
計
５
回
、
当
館
職
員
を
講
師

と
し
て
古
文
書
入
門
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
古

文
書
を
初
め
て
読
ん
で
み
よ
う
と
す
る
方
の
た

め
の
講
座
で
、
受
講
者
か
ら
、
古
文
書
の
解
読

の
み
な
ら
ず
背
景
の
歴
史
ま
で
学
べ
る
と
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
定
員
を

大
幅
に
超
え
る
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
修
了

者
数
は

人
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
講
座
で
入

77

門
・
長
期
を
あ
わ
せ
た
修
了
者
数
が
延
べ
四
千

人
を
超
え
ま
し
た
。

●
長
期
古
文
書
講
座

９
月
５
日
（
土
）
か
ら

月

日
（
土
）
ま

11

28

で
毎
週
土
曜
日
、
計

回
、
古
文
書
解
読
の
経

12

験
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
長
期
講
座
で
、
今

年
は
入
門
講
座
修
了
者
を
含
め

人
が
受
講
中

71

で
す
。

回
の
う
ち

回
は
当
館
職
員
、
２
回

12

10

は
丑
木
幸
男
先
生
（
近
代
・
国
文
学
研
究
資
料

館
名
誉
教
授
）
の
講
座
で
す
。

●
出
前
な
ん
で
も
講
座

当
館
職
員
が
地
域
の
皆
様
の
所
に
伺
う
講
座

で
す
。
今
年
は
既
に
昨
年
を
超
え
る
申
し
込
み

が
あ
り
、
地
域
の
皆
様
に
こ
の
講
座
が
浸
透
し

て
き
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
地
域
の
公
民
館
活

動
や
学
習
団
体
の
研
修
な
ど
に
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

古
文
書
入
門
・
長
期
古
文
書
講
座

・
出
前
な
ん
で
も
講
座

昭
和

年
に
全
国
で
８
番
目
に
開

57

館
し
た
群
馬
県
立
文
書
館
は
、
翌
58

年
度
か
ら
毎
年
、
教
育
普
及
事
業
の

一
環
と
し
て
古
文
書
講
座
（
古
文
書

入
門
講
座
・
長
期
古
文
書
講
座
）
を

開
催
し
、
多
く
の
県
民
に
地
域
の
古

文
書
や
県
の
公
文
書
等
の
解
読
学
習

の
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
初

め
て
開
催
し
て
か
ら
今
年
で

年
目

33

に
な
り
ま
す
。

講
座
終
了
時
に
は
、
受
講
者
の
う

ち
一
定
回
数
以
上
の
出
席
者
に
修
了

証
書
を
授
与
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成

年
度
古
文
書
入
門
講
座
で
講
座

27
修
了
者
が
延
べ
四
千
人
を
突
破
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
に
見
て
も
あ

ま
り
例
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
誇
る

べ
き
出
来
事
と
思
い
ま
す
。

今
回
記
念
す
べ
き
四
千
人
目
の
修

了
者
と
な
っ
た
の
は
、
高
崎
市
在
住

の
小
野
寺
都
志
子
さ
ん
で
、
平
成
27

年
７
月
４
日
（
土
）
の
平
成

年
度

27

古
文
書
入
門
講
座
閉
講
式
に
お
い

て
、
記
念
品
と
し
て
特
製
タ
グ
を
つ

け
た
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

小
野
寺
さ
ん
は
地
元
の
歴
史
資
料

を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
の
こ

と
で
、
「
回
を
追
う
ご
と
に
読
め
る

く
ず
し
字
が
増
え
た
」
と
手
応
え
を

感
じ
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
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●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

群
馬
県
で
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学

生
実
習
生
受
け
入
れ
制
度
）
の
大
学
生
等
９
名

が
、
８
月

日
（
金
）
に
来
館
し
、
２
班
に
分

28

か
れ
公
文
書
係
と
古
文
書
係
の
仕
事
を
交
互
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
習
の
最
後
に
、

「
ロ
ビ
ー
展
示
・
記
録
が
語
る
昭
和
の
戦
争
と

県
民
の
く
ら
し
」
を
館
職
員
の
解
説
に
よ
り
、

観
覧
し
ま
し
た
。

●
前
橋
市
立
第
五
中
学
校

第
五
中
学
校
の
第
１
学
年
の
生
徒

名
（
５

150

ク
ラ
ス
）
が
、
６
月

日
・
７
月
６
日
・
７
月

18

８
日
の
３
日
に
分
か
れ
て
、
社
会
科
（
歴
史
分

野
）
の
授
業
の
一
環
と
し
て
来
館
し
ま
し
た
。

今
回
の
授
業
協
力
は
、
歴
史
分
野
の
学
習
開

始
に
合
わ
せ
て
の
文
書
館
活
用
で
あ
り
、
身
近

な
地
域
に
残
る
遺
跡
や
歴
史
資
料
の
見
学
を
通

し
て
、
歴
史
に
つ
い
て
の
「
興
味
・
関
心
」
や

歴
史
を
学
ぶ
「
意
欲
」
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
し
た
。

学
習
の
一
つ
で
あ
る
「
身
近
な
地
域
に
残
る

遺
跡
」
で
は
、
当
館
に
隣
接
す
る
「
二
子
山
古

墳
」
を
見
学
し
な
が
ら
、
古
墳
に
つ
い
て
の
基

礎
的
な
知
識
と
概
要
に
つ
い
て
、
解
説
を
行
い

ま
し
た
。
学
校
近
く
に
あ
る
古
墳
な
の
で
、
そ

の
存
在
を
知
っ
て
い
る
生
徒
は
多
い
よ
う
で
し

学

校

連

携

前
橋
市
立
第
五
中
学
校

授
業
協
力
の
報
告

た
が
、
作
ら
れ
た
理
由
や
古
墳
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
説
明
に
は
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
歴
史
資
料
の
見
学
」
に
つ
い
て
は
、

当
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
天
川
村

絵
図
を
中
心
に
、
天
川
に
由
来
す
る
貴
重
な
古

文
書
類
。
そ
し
て
、
群
馬
県
に
関
す
る
明
治
時

代
の
行
政
文
書
等
を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

見
学
で
は
、
声
に
出
し
て
文
書
を
読
み
進
め
る

生
徒
が
多
く
見
ら
れ
、
今
で
は
使
わ
れ
て
い
な

い
漢
字
や
崩
し
字
に
も
、
友
達
と
協
力
し
な
が

ら
積
極
的
に
関
わ
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

現
物
の
遺
跡
や
歴
史
資
料
を
見
る
こ
と
で
、

そ
の
「
古
さ
」
や
「
変
化
」
等
の
歴
史
を
間
近

に
感
じ
、
歴
史
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
よ
う

に
留
意
し
た
今
回
の
授
業
協
力
。
今
後
も
、
歴

史
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
、
当
館
所
蔵
資
料
を

中
心
に
、
現
物
資
料
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

（
平
成

年
４
月
以
降
）

27

◎
前
橋
市
月
田
町
・
尾
上
住
雄
家
文
書

近
世
期
に
勢
多
郡
月
田
村
名
主
、
明
治
初
期

に
同
村
戸
長
等
を
務
め
た
尾
上
家
の
文
書
群
。

粕
川
用
水
・
赤
城
山
小
沼
用
水
、
地
券
・
賞
状

な
ど
の
近
代
文
書
。
約
六
三
〇
点
。
（
寄
託
）

◎
前
橋
市
三
俣
町
・
笹
本
義
美
氏
収
集
文
書

旧
勢
多
郡
富
士
見
村
・
北
爪
節
章
家
旧
蔵
文

新
た
に
収
集
し
た

古

文

書

書
、
「
勢
多
郡
花
輪
村
酒
造
高
書
上
」
、
武
蔵
国

幡
羅
郡
間
々
田
村
の
近
世
・
近
代
文
書
、
な
ど

か
ら
な
る
。

約
一
〇
〇
点
。
（
寄
託
）

◎
前
橋
市
駒
形
町
・
岡
崎
家
旧
蔵
文
書

近
世
期
の
駒
形
新
田
村
名
主
文
書
、
明
治
初

期
の
戸
長
役
場
文
書
、
近
現
代
の
酒
造
・
油
絞

り
業
の
経
営
史
料
か
ら
な
る
文
書
群
。
旧
岡
崎

茂
芳
家
文
書
そ
の
他
。
約
四
千
点
。
（
寄
贈
）

◎
神
奈
川
県
横
浜
市
・
久
米
幹
男
氏
収
集
文
書

昭
和
初
期
（
戦
前
期
）
を
中
心
と
す
る
群
馬

県
の
名
所
絵
は
が
き
（
写
真
・
絵
画
）
の
文
書

群
。
伊
香
保
・
草
津
温
泉
、
榛
名
・
妙
義
山
、

太
田
大
光
院
な
ど
。
約
三
〇
〇
点
。
（
寄
贈
）

◎
前
橋
市
城
東
町
・
田
中
平
八
家
文
書

昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
衣
料
切
符
や
食
糧
購

入
通
帳
・
同
購
入
券
、
軍
神
岩
佐
中
佐
遺
書
（
県

立
前
橋
中
学
校
）
、
田
中
氏
宛
各
種
感
謝
状
な

ど
の
文
書
群
。

約
九
〇
点
。
（
寄
贈
）

（
平
成

年
７
月
及
び
同
年
９
月
公
開
分
）

27

※
文
書
群
名
の
住
所
表
記
は
文
書
受
入
当
時
の
も
の

※
Ｐ
か
ら
始
ま
る
番
号
は
請
求
番
号

◎
前
橋
市
小
坂
子
町
・
織
間
弥
平
家
文
書

①
勢
多
郡
小
坂
子
村
名
主
文
書
、
②
明
治
初

期
の
副
戸
長
文
書
、
③
大
正
期
の
区
長
文
書
、

④
織
間
家
私
的
文
書
、
な
ど
か
ら
な
る
。
①
は

村
行
政
関
係
、
村
況
・
戸
口
関
係
、
土
地
関
係
、

貢
租
関
係
な
ど
。

五
三
点
（
Ｐ
九
一
〇
四
）

新
た
に
閲
覧
で
き
る

古

文

書

◎
高
崎
市
新
保
田
中
町
・
今
野
忠
雄
氏
収
集
文
書

明
治
初
期
の
藤
岡
郡
役
所
折
茂
健
吾
郡
長
宛

て
楫
取
素
彦
書
簡
。
前
橋
の
楫
取
が
、
茂
木
賀

内
氏
の
後
任
に
富
岡
警
察
署
に
在
勤
の
三
澤
重

礼
は
ど
う
か
、
と
藤
岡
郡
役
所
の
折
茂
郡
長
に

進
言
し
て
い
る
も
の
。
一
点
（
Ｐ
〇
〇
〇
〇
三
）

◎
前
橋
市
元
総
社
町
・
清
水
勉
家
文
書

特
別
大
演
習
統
監
部
発
行
「
昭
和
九
年

特

別
大
演
習
写
真
帖
」
で
あ
る
。
陸
地
測
量
部
撮

影
。
昭
和
九
年
十
月
、
群
馬
・
栃
木
・
茨
城
の

北
関
東
三
県
に
ま
た
が
り
実
施
さ
れ
た
特
別
大

演
習
の
写
真
集
。
一
点
（
Ｐ
〇
〇
〇
〇
四
）

◎
前
橋
市
朝
日
町
・
酒
井
保
敏
家
文
書

①
近
世
の
松
平
大
和
守
家
家
臣
関
係
文
書
、

②
近
代
文
書
、
③
酒
井
家
私
的
文
書
か
ら
な
る
。

①
の
幕
末
・
維
新
期
「
道
中
日
記
」
「
太
政
官

日
誌
」
、
③
の
典
籍
・
版
本
・
地
図
類
な
ど
が

注
目
さ
れ
る
。

一
四
三
点
（
Ｐ
〇
〇
〇
五
）

◎
前
橋
市
本
町
・
池
田
宏
家
文
書

主
に
群
馬
郡
前
橋
町
関
係
の
近
世
町
方
文
書

で
あ
る
。
連
雀
町
・
前
代
田
村
・
紅
雲
分
村
な

ど
の
証
文
類
が
多
い
。
村
行
政
関
係
、
村
況
・

戸
口
関
係
、
金
融
関
係
、
家
計
関
係
な
ど
で
あ

る
。

二
〇
点

（
Ｐ
〇
二
〇
四
）

◎
多
野
郡
新
町
・
渡
邊
良
一
家
文
書

主
に
明
治
期
の
字
典
と
昭
和
戦
前
期
の
雑
誌

付
録
冊
子
・
地
図
資
料
か
ら
な
る
。
中
で
も
「
満

州
志
那
全
土
明
細
地
図
」
は
、
満
州
国
の
歴
史

・
地
理
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

一
〇
点
（
Ｐ
〇
三
〇
五
）
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飯
塚
馨
家
文
書
（
請
求
番
号
Ｐ

八
二
一
四
）
は
、
藤
岡
市
鬼
石
町

三
波
川
の
飯
塚
家
に
伝
来
し
た
戦

国
期
か
ら
昭
和
期
に
至
る
文
書
群

で
す
。
飯
塚
家
当
主
が
戦
国
期
に

は
武
士
と
し
て
活
躍
、
江
戸
時
代

に
は
三
波
川
村
名
主
役
を
世
襲
、

明
治
時
代
以
降
も
三
波
川
村
戸
長

・
村
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
た

め
、
長
期
間
継
続
し
て
一
村
落
の

行
政
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
県
内

で
は
稀
有
な
事
例
で
す
。

同
家
文
書
は
、
平
成

年
に
一

13

万
七
千
二
百
四
十
通
が
群
馬
県
指

定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
夏
に
同
家
か
ら
新
た

に
追
加
寄
贈
さ
れ
た
文
書
と
文
書

館
で
未
整
理
の
ま
ま
だ
っ
た
合
計 ① 戸長役場文書

八
九
九
通
に
つ
い
て
、
８
月
４
日
、

県
指
定
重
要
文
化
財
に
追
加
指
定

す
る
こ
と
が
県
文
化
財
保
護
審
議

会
よ
り
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
新
た

に
、
追
加
指
定
さ
れ
る
の
は
写
真

①
の
戸
長
役
場
文
書
や
写
真
②
の

高
札
な
ど
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
県
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
っ
た
同
家
保
管
の
戦
国

期
文
書
な
ど
も
合
わ
せ
て
全
て
の

飯
塚
家
文
書
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
同
家
文
書
は
、
江
戸
時

代
初
期
か
ら
明
治
４
年
ま
で
の
文

書
に
つ
い
て
は
す
で
に
閲
覧
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
戦
国
期

文
書
や
明
治
初
期
以
降
の
文
書
も

じ
ょ
じ
ょ
に
閲
覧
公
開
を
す
す
め

て
い
く
予
定
で
す
。

② 高 札

◎
多
野
郡
神
流
町
・
旧
多
野
郡
黒
田
村
文
書

①
宝
永
六
年
「
相
定
申
手
形
之
事
」
、
②
享

保
八
年
「
手
形
之
事
」
、
③
嘉
永
六
年
「
差
入

申
詫
書
之
事
」
）
で
あ
る
。
③
は
、
黒
田
村
の

六
左
衛
門
ら
か
ら
大
家
の
林
助
宛
に
差
し
出
さ

れ
た
詫
書
で
あ
る
。
三
点
（
Ｐ
〇
〇
四
〇
二
）

◎
前
橋
市
・
清
水
照
治
氏
収
集
文
書

寛
文
十
年
二
月
「
東
上
州
群
馬
郡
前
橋
領
宮

地
村
水
帳
」
（
竪
一
冊
）
で
あ
る
。
宛
は
大
屋

勘
太
夫
・
青
木
源
三
右
衛
門
・
天
野
九
左
衛
門

で
、
宝
暦
九
年
正
月
に
本
帳
を
書
写
し
た
文
書

で
あ
る

一
点
（
Ｐ
〇
〇
八
〇
九
）

◎
前
橋
市
小
神
明
町
・
小
神
明
町
自
治
会
文
書

小
神
明
町
、
そ
れ
以
前
の
芳
賀
村
小
神
明
の

頃
の
近
現
代
文
書
群
。
農
業
と
消
防
団
関
係
の

史
料
が
比
較
的
多
い
。

第
二
次
公
開
。

一
一
八
点
（
Ｐ
八
三
一
二
）

◎
碓
氷
郡
松
井
田
町
五
料
・
中
島
徳
造
家
文
書

近
世
碓
氷
郡
五
料
村
名
主
文
書
で
あ
る
。
免

状
（
年
貢
割
付
状
）
、
助
郷
（
人
馬
通
帳
な
ど
）
、

病
人
継
送
り
（
宿
村
々
継
送
帳
）
な
ど
で
あ
る
。

第
二
次
公
開
。
二
四
四
五
点
（
Ｐ
八
九
〇
九
）

◎
渋
川
市
赤
城
町
・
旧
赤
城
村
津
久
田
区
有
文
書

勢
多
郡
津
久
田
村
に
関
す
る
地
方
文
書
及
び

同
村
戸
長
役
場
文
書
で
あ
る
。
近
世
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
名
主
や
戸
長
な
ど
を
務
め
た
池
田

家
に
伝
存
し
た
。
検
地
帳
・
宗
門
人
別
帳
・
村

明
細
帳
な
ど
。

五
〇
七
五
点
（
Ｐ
一
二
〇
四
）

上
野
国
勢
多
郡
白
井
領
津
久
田
村
水
帳

（
万
治
元
年
九
月
、
№
五
六
）

◎
渋
川
市
・
狩
野
一
郎
家
文
書

天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
の
被
害
絵
図
で
あ
る
。

上
野
国
全
般
と
武
蔵
国
北
部
が
描
か
れ
て
い
る
。

噴
火
し
た
浅
間
山
、
泥
流
被
害
の
吾
妻
川
沿
岸
、

降
灰
被
害
の
中
山
道
・
下
仁
田
道
地
域
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。

一
点
（
Ｐ
一
三
〇
三
）
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管
理
受
任
等

平
成

年
度
に
管
理
委
任
、
引

26

継
ぎ
に
よ
り
県
の
各
機
関
か
ら
受
け
入
れ
た
文

書
は
、
一
，
〇
五
一
冊
で
し
た
。

（
詳
細
は
表
１
の
と
お
り
）

表
１

平
成

年
度
管
理
受
任
文
書
の
課
室
別
冊
数

26 新
た
に
収
蔵
し
た

公

文

書

収
集

平
成

年
度
の
文
書
整
理
に
お

26

い
て
県
庁
各
所
属
が
廃
棄
し
た
文
書
資
料
の

中
か
ら
、
文
書
館
が
歴
史
資
料
と
し
て
収
集

し
た
も
の
は
一
、
九
二
二
冊
で
し
た
。

（
詳
細
は
表
２
の
と
お
り
。
な
お
、
管
理
委

任
解
除
と
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
、
管
理

委
任
を
解
除
さ
れ
た
文
書
か
ら
収
集
し
た
も
の
）

表
２

平
成

年
度
収
集
文
書
の
部
局
別
冊
数

26

（
参
考
）

平
成

年
度
の
状
況

25

・
管
理
受
任
等

八
九
八
冊

・
収
集

一
、
九
九
二
冊

天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
被
害
絵
図
（
部
分
）

●
平
成

年
度
ロ
ビ
ー
展
示
Ⅱ

27

今
年
度
の
ロ
ビ
ー
展
示
Ⅱ
は
、
当
館
収
蔵
史

料
の
中
か
ら
、
戦
国
期
吾
妻
に
進
出
し
近
世
前

期
に
吾
妻
を
領
有
し
た
真
田
氏
の
関
係
史
料
、

信
州
街
道
（
大
戸
通
り
）
、
草
津
道
、
中
之
条

・
原
町
な
ど
の
諸
道
に
関
す
る
史
料
を
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
初
日
の

月

日
（
土
）
は
、

10

24

展
示
解
説
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間

平
成

年

月

日
（
土
）
～

27

10

24平
成

年
１
月

日
（
土
）

28

30

展
示
内
容

真
田
氏
と
吾
妻
、
他
、

信
州
街
道
（
大
戸

(1)

(2)

今
後
の
行
事
予
定

通
り
）
、

草
津
道
、

中
之
条
・
原
町
な
ど

(3)

(4)

の
諸
道
、

天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
被
害
絵
図
、

(5)

他◎
ロ
ビ
ー
展
示
Ⅱ
解
説
会

日
時
：
平
成

年

月

日
（
土
）
、

27

10

24

①
午
前

時
～
②
午
後
１
時
～

11

③
午
後
３
時

分
～

50

各
回
約

分
、
申
込
み
不
要

30

●
開
館
記
念
日
行
事

月

日
（
土
）

10

24

【
第
２
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
】

「
武
田
信
玄･

勝
頼
と
真
田
幸
綱
・
昌
幸
」

講
師
：
丸
島
和
洋
氏

（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
部
特
任
助
教

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
時
代
考
証
）

定
員

人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

50

●
常
設
展
「
な
ぜ
記
録
を
残
す
の
か
？
～

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割
」

２
・
２
（
土
）
～
２
・

（
日
）

28

●
新
公
開
文
書
展

※
新
規
公
開
古
文
書
の
展
示

３
・
５
（
土
）
～
５
月
上
旬

事
前
申
込
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す

詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p

題
字
／
岡
庭
征
人
書

冊　数 冊　数 冊　数

総 務 課 2 保 健 予 防 課 3 産業人材育成課 41

学 事 法 制 課 98 障 害 政 策 課 9 道 路 整 備 課 4

消 防 保 安 課 133 薬 務 課 16 河 川 課 7

企 画 課 1 自 然 環 境 課 207 都 市 計 画 課 183

地 域 政 策 課 4 森 林 保 全 課 18 知 事 部 局 合 計 1,018

スポーツ振興課 46 農 村 整 備 課 9 文 化 財 保 護 課 33

健 康 福 祉 課 14 産 業 政 策 課 2 教育委員会合計 33

医 務 課 32 商 政 課 116

介 護 高 齢 課 61 労 働 政 策 課 12
1,051

課　室　名 課　室　名 課　室　名

総 計

冊　数 冊　数

総 務 部 122 県 土 整 備 部 323

企 画 部 47 会 計 局 12

生活文化ｽﾎﾟｰﾂ
部

40 議 会 事 務 局 20

健 康 福 祉 部 62
労働委員会事務

局
2

環 境 森 林 部 86
教育委員会事務

局
132

農 政 部 88 (管理委任解除) 925

産 業 経 済 部 63 合　計 1,922

部　局　名 部　局　名




